
利用例

Grignard試薬の酸化的二量化に有用な
有機触媒

[B5426]

T. Korenaga, K. Nitatori, H. Muraoka, S. Ogawa, K. Shimada, Org. Lett. 2015, 17, 5500.

特 長

・量論反応では四電子酸化剤として機能
・ 空気中の酸素を共酸化剤とするGrignard試薬の 
 二量化に有効な触媒

B5426  1,2-Bis[2,3,5,6-tetra�uoro-4-(tri�uoromethyl)phenyl]-3,3,4,4,5,5-hexa�uoro-
  1-cyclopentene 500mg 11,500円

New

F

F
F

F

F3C F

F
F

F
CF3

F F

FF
F F

CH3 MgBr

Y. 91% Y. 90%

MgBr
MgBr

Y. 89% Y. 91%

EtO2C MgCl • LiCl

R R2

B5426

ArF ArF

F F

F
F

F
F

ArF ArF

F F
F F

ArF ArF

F F
F F

ArF ArF

F F

F
FF

e

ArF ArF

F F

F

ArF ArF

F F

FMgX

catalytic reaction

1/2
initial stoichiometric reaction

[MgX]

(ArF = 4-CF3-C6F4)

atmospheric O2

R

R R

4

MgXR

active species

R +[MgX]e :

e

e

R R

ee

R R

e



www.TCIchemicals.com/ja/jp/ RR105 20170706

弊社製品取扱店

やむを得ず品目の削除や掲載内容の変更を予告なく行う場合があります。
内容の一部または全部を無断で転載あるいは複製することはご遠慮ください。

□化成品部

■大阪営業部

■本社営業部

Grignard試薬の酸化的二量化に有用な有機触媒
研究室のご紹介

ご研究内容

有機合成化学研究室
（是永グループ）

岩手大学　理工学部　化学・生命理工学科　化学コース

有機合成化学研究室（是永グループ）では， 元素戦略を意識した均一系触媒の開発をしています。 これまで，
遷移金属錯体触媒の触媒量の超低減化（＝減量戦略）を可能にする含フッ素アリールホスフィン配位子や， 
遷移金属触媒の代わり（＝代替戦略）となる有機分子触媒が開発されてきました。 こうした触媒設計には遷
移状態計算を含む量子化学計算が活用されており， 他大学の研究室と触媒反応の反応機構解明に関する
共同研究も実施されています。

     実験例

加熱乾燥したフラスコをアルゴン充填し， B5426 (60.8 mg， 0.1 mmol)とTHF (1.0 mL)を室温で加える。 
その後， フェニルマグネシウムブロミド(1.0 mol/L THF溶液, 1.0 mL, 1.0 mmol)を加え， 直ちに溶液を乾燥
空気にさらして50 ℃で6 時間，乾燥空気下で攪拌する。 この溶液に飽和塩化アンモニウム水溶液を加え， 酢
酸エチルで抽出する。 有機層を無水硫酸マグネシウムで乾燥後， 減圧下濃縮する。 得られた残渣をシリカゲ
ルカラムクロマトグラフィで精製すると， ビフェニル（収率93%）が白色固体として得られる。

MgBr
B5426 (10 mol%)

50 °C
Y. 93%

上記以外の有機触媒についても取り揃えています。各製品の詳細は  

▲ ▲ ▲

有機触媒

THF, dry air


	Grignard試薬の酸化的二量化に有用な有機触媒(RR105)201706
	Grignard試薬の酸化的二量化に有用な有機触媒(RR105)201706ウラ

